
 

 

 

従来のカシメの開発方法 

 

 

AI を利用したカシメ方法の開発 5 

 

 

事例 2-4-17：株式会社伝習館 

「学習塾に AI を活用した対話型のデジタル教材を導入、 

授業の効率を高め、講師の時間の使い方を変えつつある企業」 

 

鳥取県鳥取市の株式会社伝習館(従業員 47 名、資本金 300 万円)は、鳥取市、倉吉市、米子市を中心に鳥取県全5 
域で小中高生向けの学習塾を展開する企業である。同社では、2017 年 12 月より、対話型のデジタル教材「すらら」

を鳥取東町教室に導入した。導入した教室では、利用開始から日が浅いながらも、生産性の向上と生徒の学習効

果の両面で手応えを得ている。 

「すらら」は、株式会社すららネット(東京都千代田区)が開発した、インターネットを通じて生徒が自立学習

できる対話型のデジタル教材である。1単元が 10～15 分程度で、少しずつ難易度が上がる構成となっており、生10 
徒が学習内容を理解しやすい。随所で先生役のアニメーションのキャラクターが登場し、理解度を確かめる質問

を投げかけ、それに答えながら進めていくため、飽きずに取り組むことができる。さらに、AI を活用した機能を

搭載しており、生徒一人一人の回答パターンから弱点を解析し、最適な問題を選んで出題したり、自然対話プラ

ットフォームを使って、学習意欲向上を促す対話を行うことが大きな特徴である。導入に掛かるコストは、月ご

とに支払うサービス利用料 3万円と ID 利用料(ID あたり 1,500 円×利用生徒数)であり、初期導入料やフォロー費15 
用なしと比較的リーズナブルで、中小規模の学習塾や個人塾でも取り入れやすい。 

「すらら」は生徒の予習と復習に利用され、教室では予習を前提にして応用問題を教えるなどしている。鳥取

東町教室の教室長によれば、「すらら」の導入で予習をしてくる生徒が増えたという。その結果、以前は予習の有

無で生徒の理解度に差があり、理解度の高い生徒に合わせた授業をすると、分かっていない生徒がついてこられ

なくなり、逆に理解度の低い生徒に合わせた授業をすると、分かっている生徒が飽きてしまうといった問題があ20 
ったのが、解消されて全体的なボトムアップが図れたという。 

「すらら」には、復習用の小テストもあらかじめ用意されているため、講師が小テストを準備する手間や時間

が省けるようになった。そのことにより、講師が楽になるだけでなく、その分の時間を個々の生徒の指導やその

準備等に充てることができ、サービスの質を高めることができている。「講師の時間の使い方が変わった。」と鳥

取東町教室長は言う。 25 
従来型のタブレット教材に比べて、「すらら」は AI を活用しているため生徒一人一人に合った対応ができる。

また、クラウドを活用しているため、生徒の自宅での学習状況をオンタイムで講師が確認することができ、「家で

も頑張っているね」、「努力をちゃんと見ているよ」といった励ましを適切なタイミングですることができる点が、

従来型の ICT 活用教材とは大きく異なるという。 
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伝習館鳥取東町教室の教室風景  「すらら」で学習する生徒    「すらら」で生徒の進捗を管理する講師 
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